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「歯肉圧排用スリーブおよびその整形器具」

この成約を担当したのは成松貞治 特許流通アドバイザーです。

◆特許流通成功事例◆

技術シーズ名

ユニークな技術をシーズ調査で発掘

成松貞治ADは、2002年に就任するとすぐ、地元愛媛

県の企業約1000社にアンケートを送り、ニーズやシーズ

を調査した。今回のライセンサー、ケイディ歯科器材研

究所もライセンシー、四国機械もこの調査に協力してく

れた企業だった。お礼と詳細のヒアリングを目的に企業

訪問を重ねるうちに、ライセンサーがユニークな歯肉圧

排用スリーブを開発していると知った。

義歯を製作する場合、最初の工程で歯形を取る作業が

欠かせない。その時、どうしても歯茎が邪魔になる。こ

れまでは太い糸を歯の根元に巻き、歯茎を圧迫した後、

歯形を取っていた。ところが、糸を使った圧迫法は安定

性を欠き、精度が悪いという問題があった。

歯科医でもあるライセンサーはこの問題に注目。筒状

の和紙を歯に被せて圧迫する方法を考えた。糸と違って

圧力が均一にかかるため、筒を歯に刺して噛みしめるだ

けで、歯がきれいにむき出しになる。

試作期間のコスト負担に耐える

ライセンサーが手作りで製作したスリーブを商品化す

るためには、製造方法や素材など解決すべき問題が多か

った。成松ADは、「和紙なら愛媛の地場産業ではない

か」と考え、アンケート調査の回答の中から四国機械を

選んでコンタクトを取った。

技術的には和紙を巻いてスリーブを作るだけなので交

渉はスムーズに進み、まず研究開発委託契約を結んで試

作に取りかかった。製造機械の設計・製作はライセンシ

ーの四国機械、人体

テストとデータ取り、

分析はライセンサーの

ケイディ歯科機材研

究所という分担である。

ところが、実際に

試作を始めてみると、思っていたより作業は難航する。

さまざまな和紙や接着剤の組み合わせで試行錯誤を重ね、

ようやくめどが立ったのは、2003年の年末だった。

中立の立場で助言、提案を行う

成松ADは、「費用も期間も想像以上に費やした。開発

の初期では、ライセンシーのほうが辛かったのではない

か」と振り返る。そのため訪問回数も、ケイディ歯科器

材研究所が7回なのに対して、四国機械へは17回。商品

化を実現した後の利益配分についても、さまざまな事例

を紹介した結果、両者は四国機械に対しても一定のロイ

ヤルティーが入る契約を結ぶこととなった。「ADが中立

的な立場であると理解してもらったことが実施許諾契約

締結に至った大きな要因だろう」（成松AD）。

特許の所有者 

実施権の 
ライセンス先 

2006.2.152 特許流通ニューズレター

成 約 事 例 リ ポ ー ト  成 約 事 例 リ ポ ー ト  

中小企業 

中小企業 
（愛媛県知的所有権センター）

特開2004-41327

有限会社
ケイディ歯科器材研究所
〒792-0005
愛媛県新居浜市江口町4-19

有限会社
四国機械
〒799-0111
愛媛県四国中央市川之江金生町下分1073

図1 スリーブで圧迫（左）すると、歯茎が下がって歯がむき出しになる（右）

この記事のお問い合わせは、
お近くの特許流通アドバイザーへお願いします。k
※文中の“特許流通アドバイザー”は、ADと略しています。

（インタビュー：ライター 江川祐司）

図2 四国機械が製作したスリーブ製造機



◆特許流通成功事例◆

シーズに合わせライセンシーを“募集”

田所義雄ADが所属するAFFTISアイピーは、農林水

産省が所管する研究機関（10の独立行政法人、研究者約

3000名）で開発された特許技術について、ライセンス供

与先を発掘している。独立行政法人農業・生物系特定産

業技術研究機構の医学博士、関谷敬三氏が発明した特許

技術を見た時、田所ADはすぐに「健康食品に応用でき

る」と確信したという。

関谷博士が発明したのは「脂肪細胞における脂肪分解

促進用組成物」。イソフラボンを摂取することで脂肪細胞

が分解され、痩身効果も期待できるというものである。

田所ADはインターネットなどを駆使して健康食品関

連企業をリストアップ。複数の企業にビジネス提案書を

ファクシミリで送った。送付先の中でもっとも積極的な

反応が返ってきたのが、後にライセンシーとなるインタ

ーネット通販会社の健康コーポレーションだった。

ベンチャー企業の熱意に惹かれて契約締結

初面談は2004年5月。健康コーポレーションの瀬戸健

社長は26歳と若く、会社もごく小さな規模だった。商品

化に向けた話題では意気投合したものの、会社の規模を

考えるといきなり実施許諾契約の話に向かうのは早い。

この時は、「月商が1億円を超えたら話を続けましょう」

と言って引き上げてきた。

ところが、瀬戸社長は半年後にきちんと約束を守る。

主力の販売チャネルである楽天市場の健康食品部門で売

り上げトップを達成すると、11月には月商が1億円を突

破した。「瀬戸社長のやる気は本物だ」と痛感した田所

ADは、12月に数件の技術を紹介すべく同社を再び訪ね

た。今回の特許に関して実施許諾契約を結んだのは、2005

年1月のことだった。

技術とともにビジネスモデルを提案

健康コーポレーションが関谷博士の特許技術を製品化

して生まれたイソフラボン含有飲料の「カラダイズ」は、

2005年11月に発売を開始。順調に売り上げを伸ばし始め

ているという。

田所ADは実施許諾契約締結後も、ライセンシーの相

談相手として東奔西走する。今回のケースでは、原料と

して国産大豆を使いたいという要望を受けて、調達ルー

トを整えるために協力した。「技術の紹介だけでは、企業

はその技術を生かし切れない。どのようなビジネスが実

現できるか提案し協力することが重要だ」（田所AD）。

特許の所有者 

実施権の 
ライセンス先 

2006.2.15 3特許流通ニューズレター

成 約 事 例 リ ポ ー ト  成 約 事 例 リ ポ ー ト  

TLO・大学 

中小企業 

「脂肪細胞における脂肪分解促進用組成物」

この成約を担当したのは田所義雄 特許流通アドバイザーです。

技術シーズ名

特許第2829387号

（AFFTISアイピー＜農林水産大臣認定TLO＞）

独立行政法人
農業・生物系特定産業技術研究機構
〒305-8517
茨城県つくば市観音台3-1-1

健康コーポレーション
株式会社

〒164-0003
東京都中野区東中野2-22-20 ホシノ第2ビル5Ｆ

図　関谷博士の
発明を基に健康
コーポレーショ
ンが開発した
「カラダイズ」

この記事のお問い合わせは、
お近くの特許流通アドバイザーへお願いします。k
※文中の“特許流通アドバイザー”は、ADと略しています。

（インタビュー：ライター 江川祐司）



ライセンス案件 ライセンサー（特許提供者）

ライセンシー（特許導入者）

報道記事

1

2005年12月31日までの報道記事・プレス発表より

主な特許流通事例主な特許流通事例
◆特許流通成功事例◆

2006.2.154 特許流通ニューズレター

この記事のお問い合わせは、お近くの
特許流通アドバイザー へお願いします。k

※文中の“特許流通アドバイザー”は、ADと略しています。

酒造メーカーの田中酒造は、三重県科学技術振興センターが
持つ特許を利用した新しい酵母を使った日本酒を製造、販売
を開始した。この酵母はリンゴ酸と乳酸を通常の酵母の3倍
生産し、造った日本酒は果実酒のような風味を持つ。杉谷AD
は、ニーズ調査で同社を数回訪問するうちに、「新しい日本酒
を造りたい」という要望を聞き取り、全国のADが日々の活動
で発掘・収集したシーズ案件を掲載した特許・技術案件集の
「シーズセレクション」（2005年版）でこの酵母の存在を知る。
田中酒造に紹介すると、すぐに交渉が始まった。ライセンサー
の側にとって初の県外移転となるため、杉谷ADは三重県の森
末一成ADと密接に連携し、さまざまな手続きをクリアして実
施許諾契約の締結にこぎ着けた。

食品
バイオ

担当した 杉谷 克彦 ADのコメント （北海道科学技術総合振興センター分室）

サッカロミセス・セレビシェ及び
これを用いて製造する清酒の製造方法

特許第3010549号

生活
文化

三重県科学技術振興センター
（津市）

田中酒造（株）
（北海道小樽市）

北海道新聞
2005年9月3日

公設試 中小企業

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

ライセンス案件 ライセンサー（特許提供者）

ライセンシー（特許導入者）

報道記事

2

山陰プロスハートは、県立広島大学の三苫好治助教授が開発し
たダイオキシン分解材を使い、土壌や焼却灰に含まれるダイオ
キシンを無害化する処理剤「ネオナイトDX」を発売した。従
来の処理剤は高温高圧の状態でダイオキシンを分解するため、
設備は大きくなりがち。一方、新しい処理剤は常温常圧で処理
できるため、コストを低く抑えることができる。両者の間には
以前から交流があり、ライセンシーがこの技術に興味を持って
いたことが実施許諾契約を結ぶきっかけだった。山陰プロス
ハートは当初、コスト面で不安を持っていたが、野村ADが製
品の市場性を調査し、また既に廃液分析会社に実施許諾して効
果を確認していたので、即現場の土壌に適用できることを説明
した。三苫助教授からも説明してもらい、不安を払拭した。

化学
薬品

担当した 野村 啓治 ADのコメント （ひろしま産業振興機構）

有機ハロゲン化合物の無害化処理
方法及び無害化処理装置

特願2005-31137

土木
建築

（財）ひろしま産業振興機構
（広島市）

（株）山陰プロスハート
（松江市）

日本経済新聞
2005年9月29日

TLO・大学 中小企業

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

ライセンス案件 ライセンサー（特許提供者）

ライセンシー（特許導入者）

報道記事

4

各種の炭製品を製造・販売するビー・オー・ビーは、オイルフ
ェンス販売の谷口商会と実施許諾契約を締結、谷口商会が持
つ特許「油吸収材及び油吸収方法」を使って、厨房の油汚れを
浄化する新商品を発売した。福家ADはビー・オー・ビーを訪
問した際に、「コーヒー殻を使った活性炭の応用技術を捜して
いる」と聞き、各地のADに協力を要請し、また谷口商会がオ
イルフェンスにこの技術を使っていることを調べた。当初、ラ
イセンサーは技術移転に難色を示したが、岡山県の横田悦造
ADに協力を要請、オイルフェンスと厨房用機器が競合しない
ことを説明してもらい了解を得た。使用後は通常の生ゴミで
処理でき、開発の過程で油を吸収する機能とともに脱臭効果
が大きいと分かり、商品力を高めることにつながった。

化学
薬品

担当した 福家 康矩 ADのコメント （香川知的所有権センター）

油吸収材及び油吸収方法

特許第3534553号

食品
バイオ

谷口商会（株）
（岡山市）

（株）ビー・オー・ビー
（香川県綾上町）

Vision岡山
2005年10月3日

中小企業 中小企業

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

ライセンス案件 ライセンサー（特許提供者）

ライセンシー（特許導入者）

報道記事

3

ニチオンとマイクロテック・ニチオンは、新規の医療用器具に
ついて特許調査を行ったところ、JFEスチールが保有する金
属表面にセラミックを被覆する医療用器具の特許群を知った。
ステンレスを中心とする従来の医療用器具は、生体との誘導
電流を含む金属特有のなじみの悪さを持っている。本特許技
術は、生体に好ましいセラミックを金属材料に被覆すること
によりその解決を図ったもの。その特徴は、セラミック特有
の靭性への不安を払拭するとともに極めて微細な器具への適
応を図れることにある。それまでJFEスチールと取引関係の
なかった両社は、千葉県知的所有権センターに仲介を依頼。
稲谷ＡＤは、ライセンサー側の事業戦略との整合を含む調整を
行い、両社とＪＦＥスチールは実施許諾契約を締結した。

（本発明） （従来）

絶縁性に優れた
セラミック膜被覆

機械
加工

担当した 稲谷 稔宏 ADのコメント （千葉県知的所有権センター）

セラミック被覆医療用器具

特開2003-305047

生活
文化

JFEスチール（株）
（東京都千代田区）

（株）ニチオン（千葉県船橋市）
（株）マイクロテック・ニチオン（千葉県船橋市）

保健産業事報
2005年10月1日

大企業 中小企業

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲



特許流通の成約件数は
（平成9年度～平成17年12月31日の累計）

に達しました！！6,927件

2006.2.15 5特許流通ニューズレター

ライセンス案件 ライセンサー（特許提供者）

ライセンシー（特許導入者）

報道記事
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ライセンサーの坂本清氏は、接骨院を運営するかたわら、以前
勤めていた病院での経験を生かして外反母趾（がいはんぼし）
の矯正具を発明した。「ぼっち君」と名付けたこの製品は、曲が
った指にサックを被せ、かかと側から引っ張って指の曲がり
を矯正する仕組み。坂本氏と横田ADは協力して製造委託先
を探し、婦人下着の縫製で実績のある津山ファンデーションを
選んだ。縫い目の厚みを抑えて長時間着用できるようにする
ためには、優れた縫製技術が不可欠だったためだ。横田ADは、
単なる製造委託よりライセンシーにも販売を任せる実施許諾
契約のほうが販路拡大が見込めるのではと、契約を結ぶに当
たって両者に提案した結果、坂本接骨院と津山ファンデーシ
ョンがそれぞれのチャネルで販売することになった。

生活
文化

担当した 横田 悦造 ADのコメント （岡山県知的所有権センター）

外反母趾の矯正具

特開2005-152218

繊維
紙

（有）坂本接骨院
（岡山県津山市）

（有）津山ファンデーション
（岡山県津山市）

山陽新聞
2005年11月2日

中小企業 中小企業

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

ライセンス案件 ライセンサー（特許提供者）

ライセンシー（特許導入者）

報道記事

7

山梨県でケーキ店を経営するプリエールは、福岡県の洋菓子
店、洋菓子のミロと実施許諾契約を結び、写真やイラストをあ
しらったデコレーションケーキの製造・販売を開始した。ケー
キに使われる写真は、オリジナルの写真やイラストをスキャ
ナーで読みとり、食用に使えるインクでゼラチン質の台にプ
リントするもの。福岡県の沖宏治ADからこの技術の存在を知
らされた還田ADは、県下の洋菓子関連団体などを通してライ
センシーを募集、名乗りを上げたのがプリエールだった。機
械メーカーなどとは異なり、ライセンシーには特許を導入し
た経験がない。還田ADは、特許の仕組みからていねいに説明
し、契約締結をサポートした。色調の調整に悩むライセンシー
に対して県の試験機関を紹介するなどの支援も行った。

食品
バイオ

担当した 還田 隆 ADのコメント （山梨県工業技術センター）

食べられる写真付きケーキ

特許第3273507号

生活
文化

洋菓子のミロ
（北九州市）

（有）プリエール
（甲府市）

山梨日日新聞
2005年10月18日

中小企業 中小企業

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

ライセンス案件 ライセンサー（特許提供者）

ライセンシー（特許導入者）

報道記事

6

医薬品原料製造の渡辺化学工業は、岡山大学が特許出願して
いる技術の移転を受けて、新薬開発の動物実験で投与した試
薬の効果を調べるための発光性物質（マーカー）「蛍光性アミ
ノ酸誘導体」の製造に着手した。従来は紫外光を照射してマー
カーを発光させていたが、紫外光は細胞を損傷させ、効果測定
が不正確になるという問題があった。岡山大学の宍戸昌彦教
授と瀧真清助手はこの問題に注目、天然のアミノ酸の分子構
造を改良して蛍光灯などの光でも発光するマーカーを開発し
た。上田ADは宍戸教授らと相談して同教授が旧知の渡辺化
学工業を選定し訪問したが、渡邉社長はTLOに対して警戒心
を抱いていたため、自己の職歴、技術移転の目的、成約例等の
説明をし、信頼を得て同社との交渉をまとめた。

化学
薬品

担当した 上田 文明 ADのコメント （岡山県産業振興財団）

蛍光性アミノ酸誘導体

特願2005-171019

生活
文化

食品
バイオ

（財）岡山県産業振興財団
（岡山市）

渡辺化学工業（株）
（広島市）

山陽新聞
2005年10月6日

TLO・大学 中小企業

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

ライセンス案件 ライセンサー（特許提供者）

ライセンシー（特許導入者）

報道記事

5

従来の漆喰は、作業が難しく左官業者しか扱えなかったが、ヒ
メノイノベックが開発した漆喰塗料は、消臭・滅菌・防カビ・
調湿という従来の機能を保ちつつ高粘度液体のため、誰もが
ローラーや刷毛等で簡単に塗装する事が出来る。揮発性有機
溶剤の規制が厳しくなったおり、それを全く含まず機能の優
れた漆喰であることに感心した兵庫県の島田一男ADは、規制
を満足しつつ優れた塗料を求めていた大関化学工業に漆喰塗
料を紹介し、まずOEM契約を締結。その後、ヒメノイノベッ
クの漆喰塗料にかける熱い思いを知った梶原ADが契約に当
たって全面的にサポートした結果、両者が出会ってから2年余
りで、大関化学工業が漆喰塗料の製造販売に本腰を入れる事
を決断し、実施許諾契約の締結に至った。

土木
建築

担当した 梶原 淳治 ADのコメント （大阪府立特許情報センター）

塗料組成物

特許第3094227号

化学
薬品

ヒメノイノベック（株）
（大阪市）

大関化学工業（株）
（神戸市）

塗料報知新聞
2005年10月5日

中小企業 中小企業

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
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宮坂 四志男氏（不二機販社長）に聞く

ビジネスを模索するうちにたどり着い

たのが、ショットピーニングの技術だ

ったという。

最初の用途はポンプの軸。水漏れを

防ぐには、金属面を磨きぬいて密着性

を高めるのが常識だが、テストを重ね

る中で、逆に表面をザラザラにするシ

ョットピーニングのほうが有効だと気

づいた宮坂社長は、半信半疑の顧客に

実演して見せ、高い評価を得る。

ショットピーニングが持つ不思議な

効果に魅せられた宮坂社長は、以来、

研究を重ね、さまざまな顧客にWPC

の有効性を説いて回った。同社が取得

した特許は、基本的なものだけで30件

に達するという。

ピーニングから光触媒へ

ある顧客にチタン粒子を使用して

WPCを施したゴム製品用金型を納品

した時のこと。「なぜか金型にゴムかす

が少しも付かない」と指摘され、宮坂

社長は原因を調べる過程で酸化チタン

の光触媒機能を知った。

「新たなビジネスになるかもしれな

い」と考えた宮坂社長は、セラミック

ボールにチタンのWPCを施し、「PIP」

と命名。周囲の人にも配ってテストを

重ねた。もっとも97年に開発して以

来、はじめの3年間は、全く売れなか

った。その頃、愛知県知的所有権セン

ターの三浦元久ADに出会う。

当初、販売に苦戦した原因は明らか

だった。光触媒は水、空気の浄化や抗

菌、体質改善などに用いられている。

一般消費者向けの商品も少なくない。

工業化社会がこれだけ成熟しても、

いまだに学術的には解明しきれていな

い“不思議な技術”が存在する。ショ

ットピーニングもその一つ。細かい粒

子を金属に衝突させることで、摩擦摩

耗特性が向上するだけでなく、金属の

靱性や密着性が強化される。

不二機販のショットピーニング技術

「WPC」は、自動車の部品を始め、切

削工具や金型などさまざまな分野で活

用されている。特に自動車製造業界で

は、理論的な背景や加工している会社

のことを知らなくても、WPC自体は

よく知られた加工技術だという。

逆転の発想から金脈を発見

不二機販は1977年、バリ取りなどに

使うブラスターの販売代理店として宮

坂四志男社長が設立した。ブラスター

は単純な構造なので、価格競争に巻き

込まれやすい。同社が付加価値の高い

それまで機械メーカーを主な顧客とし

ていた不二機販は、用途や販路を見出

せなかったのである。

ADがユニークな用途を提案

三浦氏自身は自動車関連企業の出身

だったが、ADに就任して以来、自動

車以外のさまざまな業種の特許流通に

取り組んでいた。豆腐関連の特許流通

に関与した経験から、豆腐を作る機械

や油揚げを作る機械で、水質浄化や酸

化防止のニーズが高いことを知ってい

たという。

三浦ADの助言もあり、同社は豆腐

や油揚げの製造機械向けの応用特許を

申請した。酸化チタンを吹き付けた金

属網をフライヤー内に沈めて使用する

ことで、油の劣化が抑えられ、設置前

より長く使用できるようになるという

もの。三浦ADの人脈で豆腐製造機の

メーカーを選び出し、実施許諾契約の

締結に結びつけた。

「空気清浄や水質改善、脱臭、抗菌、

酸化防止などPIPの光触媒技術には無

数の可能性がある」と話す宮坂社長。

健康器具などの新製品を世に送り出す

一方で、得意分野の自動車関連でも、

光触媒による燃料改質の可能性に目を

つけ、大学などと共同で研究を進めて

いるという。

小さなヒントを基に、研究開発を重

ねて独自製品を生み出していく同社の

姿勢は、“日本の製造業”が蘇るための

道の一つを示しているのかもしれない。

モノづくりへのこだわりが生んだ
高機能の光触媒コーティング成形物
顧客の声に応えるための努力が生んだ、金属の強度や密着性を上げる表面加工

技術「WPC」。その技術は光触媒素材「PIP」を生み出し、三浦元久特許流通アド

バイザーの協力を得て、食品や環境などの新分野進出を果たす契機となった。

図　不二機販が開発した光触媒素材「PIP」のボ
ールとネックレス

株式会社不二機販
本社所在地 ：〒462-0063

愛知県名古屋市北区
丸新町471番地

事業内容 ：工作機械の販売、
機械部品の加工・製造

技術移転実績：6件

企 業 概 要

（インタビュー：ライター　江川祐司）

※文中の“特許流通アドバイザー”は、ADと略しています。
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激しくなる一方の国内・国際市場で

生き残っていくには、日本の産業を支

える中堅・中小企業は、研究開発と事

業化に戦略を持ち込むことが重要にな

る。実際には、多くの中堅・中小企業

は現在、“飯のタネ”になっている事業

を進めることで手一杯になっている。

現在、競争力を持っている技術もいつ

かは陳腐化したり、必要なくなったり

する。既存事業の寿命がある内に、次

の事業起こしのタネまきを実行できる

企業が生き残れる。

以下、次の事業起こしを心がけるこ

とができる中堅・中小企業に向けての

提言である。

主要取引先企業の
相談相手になろう

中堅・中小企業にとって一番大切な

ことは、提案力を高めることである。

その理由は、現在の事業の主力取引先

である企業が今後力を入れる事業につ

いて教えてもらえる信頼を勝ち取れる

かどうかにかかっているからである。

主要取引先の企業の設計仕様通りに部

品やシステム（アッセンブリ品）を納

めているだけでは、その中堅・中小企

業の発展性はない。

新規製品の開発時に、取引先の設計

仕様に対して何かを提案するなど、独

自の技術力を日ごろから示していると、

難問が出た時に相談される相手になる。

例えば、これまで鋼板をプレス成形し

てつくっていた部品を、プラスチック

製に換える際には、射出成形などの技

術を学ぶ挑戦が、取引先企業と同様に

必要になる。当然、設計ノウハウは少

ない。互いに協力し合って学ぶ技術力

が必要になる。

こうした努力の積み重ねによって、

同取引先が次期の事業起こしを目指す

際に、これまでと同様にキーとなる部

品・システムなどの成形や加工、組み

立てなどを任せてもらえることになる。

大企業からみれば、「あの企業は技術力

があるから」と判断し、新事業につい

てこれる開発能力のある中堅・中小企

業と扱ってくれる。

少数精鋭だからこそ
MOTによる経営能力が必要に

最近の市場動向を読み、技術動向を

つかむには、かなりの努力がいる。中

堅・中小企業の場合は、この作業にあ

まり多くの人材や経営資源を割けない。

このため、戦略と戦術が必要になる。

最近設立されたMOT（技術経営）

は、技術を基に経営戦略を立案する能

力を学ぶ大学院の専門コースである。

大部分のMOTコースは大学院修士課

程に設けてあり、多くがウイークデー

の夜や土曜日に講義を実施している。

MOTを学ぶ学生の多くが、企業に勤

めている社会人学生であるため、出席

しやすい時間帯に授業を設定している

からだ。また、MOTコースは基本は2

年間の修士コースだが、工夫によって

は1年間で学べるコースを用意してあ

る大学院もある。社会人学生は働きな

がら、高度専門職人材というプロフェ

ショナルに育つ仕組みをとっている。

一般に大手企業に比べて、中堅・中

小企業の研究開発部門は少数精鋭にな

っている。だからこそ、中堅・中小企

業はMOTを学んで、選択と集中を心

がけることが不可欠になる。MOTコ

ースは、経営陣に技術動向や事業見通

しなどを的確に解説し、今後の経営戦

略を議論できる人材育成を目指してい

る。

若い才気あふれる技術者・研究者は

MOTを学び、中堅・中小企業で腕を

ふるってほしい。大手企業に比べれば、

責任ある立場で権限を持って、研究開

発や新規事業起こしに従事できる。技

術に精通するだけではなく、経営に関

与できる点が、中堅・中小企業のいい

ところだ。ここで実力を磨くことは、

高度専門職人材として腕を上げる近道

になると思う。是非お薦めしたい。（談）

中堅・中小企業の中堅・中小企業のMOTMOT戦略戦略
提案力を高める努力が不可欠に提案力を高める努力が不可欠に

済藤 友明 東京理科大学大学院総合科学技術経営研究科教授

特 許 流 通 ☆ こ こ が ポ イ ン ト

識者略歴
さいとう・ともあき氏　1981年、一橋

大学大学院商学研究科博士課程後期修

了。工学院大学助教授などを経て、東

京理科大学経営学部教授に。同大経営

研究所所長を歴任。ベンチャー・起業

家論の第一人者。

○MOT（技術経営）コースを持つ主要な大学院

大学院 研究科

東京理科大学大学院 総合科学技術経営研究科

芝浦工業大学大学院 工学マネジメント研究科

早稲田大学大学院 アジア太平洋研究科

北陸先端科学技術大学院大学 知識科学研究科

東京農工大学大学院 技術経営研究科

東京工業大学大学院 イノベーションマネジメント研究科
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技術シーズなどの内容を分かりや

すくプレゼンテーションする能力は、

特許流通アドバイザーなどの特許流

通事業の最前線で活動する実務者

にとって不可欠である。個々の実務

者は自己研鑽から編み出した自分流

のプレゼンテーション技術を活用し

成果を上げている。

良いプレゼンテーションは
十分な準備が不可欠に

ベテランの特許流通アドバイザー

は異口同音に、「プレゼンテーション

のコツは準備に十分時間をかけるこ

と」と語る。例えば、ある特許流通

案件の特許をライセンシー候補の企

業に説明する際には、まず訪問する

日時を決める電話の中で、「先方企

業の希望をできるだけ聞いて、その

希望をプレゼンテーション内容に反

映させる」という。

一番最初の説明で重要なことは、

説明内容に起承転結のメリハリをつ

け、「簡潔さを心がけること」とい

う。あれもこれもと盛り込んだ説明

内容は、注目点を分散させ、逆効果

になることが多いからだ。聴いた相

手が消化不良に終わらないことを心

がけているベテランが多い。

プレゼン中は聴衆に顔を向け
アイコンタクトを怠らない

最近のプレゼンテーションでは、

プレゼンテーションソフトウエアの

「パワーポイント」を利用するケース

が多い。最初に、説明時間を決め、

その時間内で起承転結が終わるよう

な構成とする。東京工業大学大学

院で「聴いてもらう技術」であるコ

ミュニケーションスキルを講義する

高木正明特任教授は「１説明画面

当たり、最低2分説明することが必

要」とし、事前に練習することが重

要」という。

慣れから事前の練習をつい省いて

しまう人もいるが、「練習をしない

と、資料ばかり見て、プレゼンテー

ション中に聴いている人と目を合わ

せるアイコンタクトが取れない」。聴

衆の反応をみて、興味を喚起してい

る個所は臨機応変に丁寧に説明す

ることを奨める。

プレゼンテーションの後に、相手

が特に興味を示した個所を中心に話

し合うことで、反応をきちんとつか

んでいるとの印象を相手に与える

と、相手から信頼感を得られること

になる。

ベテランの特許流通アドバイザー

の中には、パワーポイントの説明を

用いず、資料を挟んで分かりやすく

説明する手法をとっているという実

務者もいた。この場合も、事前の準

備によって、持っていく資料を厳選

し、相手に応じた内容にしている。

やはり、準備の精度がその成果を決

めると考えているとの意見だった。

プレゼンテーションする内容には、

当該特許の内容だけでなく、必要と

される社会的背景、周辺特許の取

得状況、商品イメージ、その市場規

模と販売ターゲットなどがある。
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